
研究概要

今後の展開

現代型IPMに向けたダニ類の簡易同定

D11（高知大学）伊藤 桂

県内で発生する主要なダニ種の生態調査をデータベース化し、それらの種を
迅速かつ簡易的に同定し、現代型のIPMにつなげる技術を開発した。

現代型システムの開発

生態解明
高知県の農業環境におけ
る季節的な発生データ

実践者のアクセス

野外調査

簡易技術の開発と技術者へのアクセス向上

今回のデータベースを駆使して、野外環境の
データや画像データも活用しながら、さらにハ
ダニの繁殖スケジュールの解明および土着天敵
の活用法を模索し、精度の高い発生予察に向け
た情報の収集を行う。AI技術を用いた同定シス
テムや病害虫診断と組み合わせた技術により、
現代型の総合的害虫管理（Modern Integrated 
Pest Management）を目指す。
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農場周辺の常緑樹を激しく加害
すると土着天敵（黄色い部分）

農場周辺のカシノキマタハダニの天敵相

遺伝解析

葉面の網・糞などの微量の痕跡から迅速
に分子同定する技術の開発

ハダニの糞塊の量と検出確立。5～10個の
糞塊から同定が可能だった（青線）。

データベース化

土着天敵の発見

発生予察への展開


